平成１８年度　全国鐵構工業協会　青年部会

第4回理事会　議事録
日　時　平成１８年10月14日（土）　９：００～１７：００
場　所　近畿／京都　みやこめっせ
出席者　米森（石川）、上柿（奈良）、松下（愛媛）
　　　　　　　吉岡（東京）、齊藤（青森）、鈴木（千葉）、山崎（栃木）、伊藤（三重）
苅谷（岐阜）、益田（山口）、玉城（沖縄）
媚山（北海道）、大井（滋賀）
　　　欠席　　齋藤（秋田）

オブザーバー　鋼構造出版（田中）岡部㈱（河崎）
　　　　　　　北海道ブロック全国大会実行委員長(渡辺)

議事録作成　齊藤（青森）・苅谷（岐阜）
（司会進行）上柿　副会長

1.開　　　会
　2.出席者の確認
　3.会 長 挨 拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　会長　米森武夫
引き続き理事の皆さんには各ブロックの代表であるという自覚をもってその役割を果たしてほしい。現役として実務を持ちながらの活動なので無理もできないが与えられた担当のテーマについては決して停滞することなく確実に進めてもらいたい。

「工作しやすい･･･」の講習会の件ではいろいろと皆さんにはご迷惑をお掛けしている事とは思うがこれからも親会とタイアップし指導を受けながら進めていく所存である。

11/11(土)のJSCA本部ゴルフコンペに関しては青年部会会員から出来るだけ多くの人に参加して欲しい。「工作しやすい･･･」の企画に関してＪＳＣＡ側にはいろいろとご協力を頂いており向こうの企画に関しても積極的な協力姿勢を示したい。

「工作しやすい鉄骨設計第3版」を出版する予定であるが内容は従来までの「工作しやすい･･･」と標準ディティールを一冊にしたものを考えている。その編集委員に青年部会から1～2名は出したい。原案はほぼ出来ているのでそのまとめの協力をして欲しいとの事。10/18(水)に日本鋼構造協会にて第1回目の顔合わせを行うがとりあえず私と吉岡さんが出席する予定。　その他情報として
平成19年4月の理事会は5月の青年部会全国大会時に札幌で開催。

平成19年6月の理事会は百万石祭りとバッティングするが予定通りとする。

平成19年8月の理事会(秋田)は会場変更を検討中。

平成19年10月の理事会は四国松山での開催を検討中。
平成19年全構協全国大会は07/11/16横浜開催予定 

 等々を報告しまた全構協青年部会は行動する会でありたい。行動を起こさなければ変化は生まれないので協力をお願いしたいとの挨拶があった。
4.各ブロック活動報告（ホームページに掲載）
北海道ＢＣ　媚山監事より報告

東北ＢＣ　齊藤（拓）理事より報告

関東ＢＣ　山崎理事より報告

　北陸ＢＣ　米森会長より報告

中部ＢＣ　伊藤理事より報告

　近畿ＢＣ　大井監事より報告

中国ＢＣ　益田理事より報告

　　四国ＢＣ　松下副会長より報告

　　九州ＢＣ　玉城理事より報告

5.ブロック研修会助成金事業の申請（別紙助成金申請書）

　　関東ブロック　　吉岡理事より助成金事業内容について報告があり理事全員によって承認された。

北陸ブロック　　米森会長より助成金事業内容について報告があり理事全員によって承認された。

中部ブロック　　苅谷理事より助成金事業内容について報告があり理事全員によって承認された。

　九州ブロック　　玉城理事より助成金事業内容について報告があり理事全員によって承認された。

6.通常総会準備進捗状況報告
　渡辺実行委員長より、実行委員は全力を傾注し企画しているが、至らない面、気づかない点などあれば忌憚の無い御意見、御提案をお願いしたい。との挨拶の後、資料配付があり説明があった。
(資料:全国鐵構工業協会青年部会事業計画　平成18年度第16回全国大会　札幌大会)
　　
1. 記念事業に関して会員相互の積極的交流を図るべく分科会形式を採用したい。
2. 各テーマに対しステージマスターを1名配置し自分の持論を講義いただき問題提起をしてもらう。
3. 各テーブルにテーブルマスターを配し、テーブルマスターは進行がスムーズになるように事前準備を行う。
4. 事前準備を活用しメンバーの意見を集約する。
5. 分科会をスムーズに進行するための各県会長配置、事前参加登録分科会希望の取り方について御意見を頂きたい。
6. ステージマスターの選任は後日選任する。テーブルマスターも同様である。
7. 宿泊に関してビジネスパック等の利用のほうが経済的であり、実行委員会としてはあえて宿泊手配は行わない。各自手配とする。
8. 懇親会の後の２次会についても実行委員会は手配しない。安心して楽しめるお店を紹介できるよう準備したい。
9. ゴルフ場の送迎はパークホテルゴルフ場間往復についてのみ行う予定。
10. 予算については資料参照。これからスポンサーを募る。
11. 参加費は15,000円/人の予定である。
12. 懇親会の催し物はこどもたちのジャズバンドを企画している。

理事からの意見として
各テーブルに対し各県会長をバランスよく配置する必要がある。よって事前参加登録分科会希望は第3希望までとりそれを実行委員が割り振ってはどうか。そのなかからテーブルマスターを選任し分科会に臨むという形をとってはどうか。

急遽分科会に参加しない会員がでたり、急に欠席となることも予想されるので、各県会長にその辺の参加徹底を促す必要があるのではないか。
 最後に渡辺実行委員長より意見を持ち帰り次回第5回理事会にはより具体化できるよう準備を進めていく旨の返答があった。
7.協 議 事 項　
１）グループ活動報告　
A.設計交流ＷＧの報告
設計交流ＷＧ議事録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：松下副会長
はじめに

目前に控えた「工作しやすい鉄骨設計」の講習会にむけて関東ブロックと連携しながら、今後の全国展開の見本となるべく企画を進めていくのが今回の当ＷＧの最大の目標である。

準備不足のため延期の申し入れもしたが、親会の強い意向もあり計画通り10月末に開催することになった。準備期間を十分に取れない状態での講習会となるので周辺関係者にご迷惑をおかけするかもしれないがご協力をお願いします。

またこのような状態での開催であり後日、多々反省材料が出てくる可能性もあるが、当日の出席者のご意見･ご要望等を踏まえながら来年度の全国展開を企画検討していきたいと思う。
１．「鉄骨１１０番」について　　担当：鈴木理事

鋼構造出版の田中氏との連携で第４回までは順調に連載を進めている。

次回理事会までの宿題

来年３月までの連載ネタは準備完了、引き続きネタを募集中。

２．「鉄骨需要拡大作戦」について　　　担当：山崎理事

鉄骨造を多くの人にアピールするためのパンフレット（案）を作成した。

難しい数式や専門用語を極力排除したイメージ専攻のものとした。

次回理事会までの宿題

各理事の意見を吸い上げて内容を検討し報告する。

また、このパンフレットをどのように活用していくか検討し報告する。

３．「工作しやすい鉄骨設計」講習会について　　担当：吉岡理事

来る10月28日に開催予定の講習会に向けて関東ブロックとの連携を密に行い、講習会が滞りなく行われるよう打ち合わせをする。

当日は全構協青年部会本部として米森会長とともに出席予定。

次回理事会までの宿題

講習会の内容と参加者等の感想や要望など全国展開する上での参考意見を収集し報告する。

４．「建築士会のＣＰＤ制度」について　　　担当：松下副会長
青年部会が企画する各種講習会に設計者の方々に数多く参加していただけるような事業とするため、建築士会が主催する専攻建築士のＣＰＤ制度を活用できないか？またその効果を調査する。

次回理事会までの宿題

来る10月28日に四国ブロックで重量鉄骨をＰＲするための講習会を開催するが徳島県建築士会のご好意によりＣＰＤ制度のポイント事業となった。

講習会終了後、設計者の方々の感想をとらえて事業の報告をする。

その他　　　担当：松下副会長
「工作しやすい鉄骨設計」第３版の出版に向けて現在編集作業が行われている。第３版の内容にファブの意見をさらに反映させることを目標に第２版の内容（特に改善シート）に対して意見や改善要望を集約する作業を行う。

編集委員会には米森会長･吉岡理事が出席予定。

ひきつづき各ブロック、各県の青年部会においては地元の設計者との交流の企画を検討願う。もうすぐ忘年会･新年会のシーズン。合同事業としていかがか？

B.工数管理ＷＧの報告
工数管理ＷＧ議事録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：上柿副会長
1．工数管理資料の件　　担当：上柿副会長
　　　　工数管理資料の取扱について、全構協より９月の２０日、２６日に、米森会長と上柿にそれぞれ電話連絡があり、公正取引や独禁法の問題が生じる可能性があり、価格を記載するのは問題ではとの事であった。全構協からのご意見を尊重し、今回はこの作業を中止するように決めた。

２．情報の共有化（在庫管理）　　担当：大井監事

　　　　鋼材、塗料までの在庫管理表の雛形作成完了。まずは実験的に滋賀県内で使用開始してみる。一定期間実験した結果、修正をかけ、理事間などで使用してみてはどうか。運送その他の問題もあるので、全国的に広げるのは難しい。まずは近隣ファブ間で使用するのがベターである。

３．溶接実体験　　担当：齊藤理事

　　　　一番大きな予算の問題だが、各ブロック単位で実施するとしても、ブロックからの出費は必要であると思う。ブロックからの出費があるということは、この事業をメイン事業にしなければならないということになるが、各ブロック独自の事業を優先するのか、中央（理事会）からの推奨事業を優先するのかを考えさせられる。どのブロックとも、中央からの推奨事業を実施することにより、独自の事業が行えなくなるのではという懸念はある。（特に予算の面で）

　　　　今年度に近畿ブロックがこの事業を実施する予定をしている。予算の面、成果の面でこの近畿ブロック事業を参考にする。

４．ファブ主導の特記仕様書　　　担当：伊藤理事

　　　　三重県青年部が特記仕様書の作成を進めている。三重県も全国も同じ結果となるであろうと思われるので、進行中の三重県青年部の特記仕様書に乗っかって、一緒に進めていく。素案ができているので、理事にメールで配信し、確認いただく。

C.行政及び対外交流ＷＧの報告
行政及び対外交流ＷＧ議事録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：媚山理事
　１．行政との交流について　　担当：斉藤副会長（代理　媚山監事）

ａ）昨年開催した下記の方々と今年２回の勉強会を行いたい。

　　　　国土交通省　総合政策局建設業課

　　　　　建設業構造改善対策官　長谷川　周夫　様

　　　　国土交通省　住宅局建築指導課

　　　　　課長補佐　田中　政幸　様

· 政治家ルートでアポは取らずに全構協を通して交渉を進める。

ｂ）各ブロック単位での行政の関わりを模索する
ｃ）東北ブロックとして経済産業省東北経済産業局　産業部産業振興課

課長補佐　遠藤　司様との２度目の勉強会を行う。

２．青年部と親会との関係位置付け調査について　　担当：益田理事

各都道府県会長に出すアンケート資料の説明

　

３．「産・官・学」との交流調査について　　　　 　担当：玉城理事

　　　アンケート資料の説明

４．青連協ＯＢ会に関して　　　　　　　　　　　　担当：媚山監事

　　１期～５期のＯＢ会は既に有り、名簿も有ります。年に１回は集まっている。

　　ＯＢ数人の聞き取り調査の報告。今後ＯＢの辻氏と名簿の整理を進めます。

D.総務に関しての報告
総務ＷＧ議事録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：苅谷理事

ホームページのアップロードを行った。大阪府の会長名の修正を行う。

掲示板の使用状況を理事に確認し使用状況が良くなければ今後修正を行う。
業者よりの請求書を会計宛に送付していただく。

8.その他
　吉岡会計より

1. 会費未納の県が５県あるのですみやかに納付するよう該当理事は指示願いたい。

北海道、宮城県、山形県、茨城県、岡山県

9.閉　　　会

　※　次回開催地

第5回理事会

平成１８年１２月９日（土）午前９：００～

北海道／札幌
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